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別添１-１ 「実現したいこと(令和元年度)」と実現するための「必要なデータ」並びにアウトプット例

★ ：核となるデータ（重要度の高いデータ）
☆ ：あると望ましいデータ

⑨

※責任機関・部署との調整により活動のスコープ外とすることを合意

別添1-２ 推奨データセット

- - - - → 倉敷市真備の事例
推奨データセット ★ ：核となるデータ（重要度の高いデータ）

☆ ：あると望ましいデータ

関連するデータ

実現したいこと

事前 緊急時 事後

(A)居住地の安全性確認
(B)いざという時の行動シミュレー

ション
(C)避難所（情報）

の充実
(D)適切なタイミングでの

安全な避難 ※
(E)日常生活の質

の確保

デジタルハザードマップ まびケア（まちケア）

地図情報
背景地図 ★ ★ ★ ★ ★

地形図、標高図、地形（治水地形分類図） ★ ★ ★ ★ ★

過去の災害情報
過去の災害情報 ☆ ☆ ☆

自然災害伝承碑情報 ☆ ☆ ☆

ハザードマップ等

浸水深、浸水継続時間、家屋倒壊等氾濫想定区域 ★ ★ ★

土砂災害警戒区域 ★ ★ ★

土砂災害危険箇所 ★ ★ ★

ため池ハザードマップ ☆ ☆ ☆

人口・世帯

地域・年齢別人口 ☆ ☆

地域別昼夜間人口 ☆ ☆

災害時要援護者情報 ☆ ☆ ☆

建物情報 都市計画基礎調査情報 ☆ ☆ ☆ ☆

避難所情報 避難場所一覧 ★ ★ ★ ★ ★

避難可能な場所
情報

避難可能な場所情報 ☆ ☆ ☆ ☆

徒歩帰宅支援ステーション ☆ ☆

避難所周辺施設
情報

おかやま医療情報ネット医療機関一覧 ☆ ☆

公共施設一覧 ☆ ☆

公衆トイレ一覧 ☆ ☆

避難所周辺施設情報（民間施設含む） ☆ ☆

緊急時災害関連
情報

避難勧告等の発令状況 ★

避難所別避難状況 ☆ ☆

被害、通行止め、渋滞等状況 ☆ ☆

被災者支援サービス情報 ★

推奨テンプレート（アウトプット例） Ａ Ｂ Ｃ Ｅ

■使用データセット：
自然災害伝承碑情報

ため池ハザードマップ

洪水浸水想定区域図

土砂災害警戒区域

土砂災害危険箇所

別添２ 推奨テンプレート(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ例)Ａ居住地の安全性

道路や線路が分かりやすい地図

自然災害伝承碑情報の確認

明治26年大洪水供養塔

建立年 1929

碑所在地 岡山県倉敷市真備町…

伝承内容 明治26年（1893）10月

12日13日、台風襲来に

よる大洪水のため、…

もっと見る

NO データ名称 対象
地理空間 データ

形式 定義書名称 サンプル名称 作成にあたり準拠・参考にした情報やフォーマット等
情報

1☆ 自然災害伝承碑情報 地方公共団体 〇 csv 自然災害伝承碑情報_定義書.xlsx 自然災害伝承碑情報_sample.csv （新規）国土地理院自然災害伝承碑情報をもとに定義書を作成

2★ 洪水浸水想定区域図 国・地方公共団体 〇 Shape 国土交通省_洪水浸水想定区域図作成マニュ
アル（第4 版）.pdf 浸水想定区域_sample.shp

（流用）国交省国土数値情報浸水想定区域データを流用
（定義参考）国土交通省洪水浸水想定区域図作成マニュアル第4版

3★ 土砂災害警戒区域 地方公共団体 〇 Shape 土砂災害警戒区域_定義書.xlsx 土砂災害警戒区域_面_sample.shp （新規）国土数値情報土砂災害警戒区域をもとに定義書を作成

4★ 土砂災害危険箇所 地方公共団体 〇 Shape 土砂災害危険箇所_定義書.xlsx 土砂災害危険箇所_sample.shp(面・
線・点の3種） （新規）国土数値情報土砂災害危険箇所をもとに定義書を作成

5☆ ため池ハザードマップ 地方公共団体 〇 Shape 農林水産省_ため池ハザードマップ作成の手引
き.pdf

ため池ハザードマップ_sample.pdf ※
１ （定義参考）農林水産省ため池ハザードマップ作成の手引き平成25年5月

6☆ 地域・年齢別人口 地方公共団体 〇 csv 地域・年齢別人口_定義書.xlsx 地域・年齢別人口_sample.csv
（推奨）政府推奨データセット「地域・年齢別人口」に準拠
・小地域コードの項目が必須

7☆ 地域別昼夜間人口 地方公共団体 〇 csv 地域別昼夜間人口_定義書.xlsx 地域別昼夜間人口_sample.csv ・小地域コードの項目が必須
8☆ 建物情報 地方公共団体 〇 csv 都市計画基礎調査_建物_定義書.xlsx 建物情報_sample.csv(7種) （新規）都市計画基礎調査情報建物情報をもとに定義書を作成

9★ 避難場所情報 地方公共団体 〇 csv 避難場所情報_定義書.xlsx 避難場所情報_sample.csv
（推奨）政府推奨データセット「指定緊急避難場所一覧」に準拠
・指定(緊急)避難場所の他に広域避難場所・福祉避難所等も含む

10☆ 避難可能な場所情報 地方公共団体 〇 csv 避難可能な場所情報_定義書.xlsx 避難可能な場所情報_sample.csv
（推奨）政府推奨データセット「指定緊急避難場所一覧」に準拠
・倉敷市と民間事業者の協定による避難場所・届出避難所等を想定

11☆ 徒歩帰宅者支援ステーション 地方公共団体 〇 csv 徒歩帰宅者支援ステーション_定義書.xlsx 徒歩帰宅者支援ステーション
_sample.csv （新規）岡山県と民間事業者の協定をもとに定義書を作成

12☆ 災害時要援護者情報 地方公共団体 〇 csv 災害時要援護者情報_定義書.xlsx 災害時要援護者情報_sample.csv （新規）災害時要援護者の避難支援ガイドラインを参考に定義書を作成

13☆ 避難所周辺施設情報 民間事業者・
地方公共団体 〇 csv 避難場所周辺施設情報_定義書.xlsx 避難場所周辺施設情報_sample.csv

（推奨）政府推奨データセット「公共施設一覧」に準拠
（新規）民間事業者施設は「まびケア 避難所周辺施設情報」に準拠

14★ 避難勧告等の発令状況 地方公共団体 〇 csv 避難勧告等の発令状況_定義書.xlsx 避難勧告等の発令状況_sample.csv

（新規）倉敷市公式サイト災害関連情報をもとに定義書を作成15☆ 避難状況 地方公共団体 〇 csv 避難状況_定義書.xlsx 避難状況_sample.csv
16☆ 被害・復興状況 地方公共団体 〇 Shape 被害状況_定義書.xlsx 被害状況_sample.jpg ※２
17★ 被災者支援情報 地方公共団体 〇 csv 被災者支援情報_定義書.xlsx 被災者支援情報_sample.csv

※１ データ形式はShapeが好ましいが、現時点でサンプル作成に利用できるデータが存在しないためPDFとする。
令和元年7月1日施行「農業用ため池の管理及び保全に関する法律」において、都道府県によるため池のデータベースの整備、公表が規定されたがデータ形式の指定（推奨）はない。

※２ データ形式はShapeが好ましいが、現時点でサンプル作成に利用できるデータが存在しないためJPG形式とする。



■使用データセット：
自然災害伝承碑情報
洪水浸水想定区域図
土砂災害警戒区域
土砂災害危険箇所
ため池ハザードマップ
建物情報
避難所情報
避難可能な場所情報
避難所周辺施設情報
災害時要援護者情報
徒歩帰宅者支援ステーション

別添３ 推奨テンプレート(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ例)Ｂ〔いざと言う時の行動ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ〕
指定した住所(位置)に近い

避難先を確認できる

岡田小学校
所在地 岡山県倉敷市真備町岡…
災害種別 洪水 土砂災害 高潮

地震 津波
想定収容人数 180
開設状況 閉設中

もっと見る

行動ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

■使用データセット：
避難所情報
避難可能な場所情報

避難所周辺施設情報

別添４ 推奨テンプレート(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ例Ｃ〔避難所情報の充実〕

■使用データセッ
ト：

避難所情報

避難所周辺施設
情報

被害等状況

浸水域

通行止め

片側交互通行

復旧時被災者支援情

報

トイレ
お風呂
給水

別添５ 推奨テンプレート(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ例Ｅ〔日常生活の質の確保〕

真備体育館 駐車場
お風呂
所在地 岡山県倉敷市真備町箭田…
利用時間は15時～22時です。
石鹸・シャンプーはお風呂にありま
す。タオルはお持ちください。

もっと見る

広域で利用できる「まちケア」
まちケア（https://machicare.jp/）

被災地において、刻々と変わる以
下の情報を現地で収集し、
地図コンテンツとして提供できる
クラウド型WEBサービス。

・保健医療（病院、薬局等）施設

・飲食店、コンビニエンスストアの
開店・開業状況

・トイレ、お風呂などの緊急支援
サービス

・被災者の疾病予防のために必
要な水、食糧、環境、健康関連情
報

・災害ごみ置き場情報、通行止
め・解除情報等

■開設方法
被災地域からの開設依頼を受け、弊社にて

「まちケア〇〇（地域名）」を準備します。
※依頼から開設までの所要期間１～２日

https://machicare.jp/


⑫

添付１ 定義書を基に作成したデータサンプル



 目的

 気づき

 課題

添付３ 各自治体のアンケート結果

必要なデータ データ名

公開割合 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化割合
※1

WEB公開
オープンデータ

二次利用
可能

（オープン
データ）

道路情報

★ 道路被害情報（通行規制箇所情報などを含む） ７／７ ０／７ ４／７
★ 道路交通状態（旅行時間）

注）旅行時間とは、ある拠点間の移動にかかる
所要時間のこと。

１／７ ０／７ １／７

過去の災害情報 ☆ 過去の災害情報 ５／７ ０／７ ３／７

ハザードマップ等

☆ 浸水深、浸水継続時間、家屋倒壊等氾濫想定区域 ７／７ ３／７ ２／７

☆ 土砂災害警戒区域 ７／７ ２／７ ５／７

☆ 土砂災害危険箇所 ７／７ ２／７ ７／７
☆ ため池ハザードマップ ２／７ １／７ １／７

人口・世帯 ☆ 地域・年齢別人口 ７／７ ７／７ ７／７
☆ 災害時要援護者情報 ０／７ ０／７ ０／７

建物情報 ☆ 都市計画基礎調査情報 ２／７ １／７ ２／７
避難所情報 ★ 避難場所一覧 ６／７ ５／７ ６／７
避難可能な場所
情報 ☆ 避難可能な場所情報（協定による避難場所） ３／７ ２／７ ３／７

帰宅困難者支援
情報 ☆ 災害時帰宅支援ステーション １／７ １／７ １／７

避難所周辺施設
情報

☆ 医療機関一覧 ７／７ ３／７ ５／７

☆ 公衆トイレ一覧 １／７ １／７ １／７

☆ 公共施設一覧 ２／７ ２／７ ２／７

※１ 公開されているデータ（WEB公開、オープンデータ）のうち、データ形式がPDF、不明のものを除く
※２ 個人情報が含まれたデータは非公開

ヒアリング結果（ポイント）

「実現したいこと」への意見
「実現したいこと」については異論なし。
ニーズの高いものから重点的にそろえるデータを中国地域で選ぶと進めやすい。通行止め情報や渋滞情報はオープンになれば活用できる。

データのオープン化について

県のシステム上にあるデータをオープンデータとして出すことは可能。システムからのデータ抽出～データ変換の予算が課題。
「広域避難」を想定し、他市町の情報もほしい。
できるだけオープンデータ化できるよう検討する。緊急時情報はホームページ掲載が原則。
更新フロー、データの正確性、スピーディーさ等きちっとやれる方法を考えたい。

災害・防災情報の現状

洪水浸水想定区域区データ（Shape）をオープンデータとして公開している。
災害に関する情報の多くは県ホームページに掲載しており、これらの情報のオープンデータ化については今後検討する。
コピーライトからライセンスを緩めるなどして使えるデータを少しでも増やしていきたい。
各種防災情報はホームページで公開している。
ホームページに掲載公開している既存データをオープンデータライセンスで公開するというのが現実的だ。

データのオープン化を推進するために

オープンデータ化業務がルール化、ルーチン化されれば、新しく担当する職員の業務支援になる。
先行事例があれば参考になる。ニーズがあり平時から用意できるものが現実的な範囲だ。
オープンデータを活用するアプリ等の用途がみえれば、市町も賛同しやすい。
情報提供は「わかりやすさ」が重要。データ活用の最終形がみえてくると必要なデータもわかりやすい。
他の自治体の事例が知りたい。

緊急時のデータの扱い 緊急時の情報はオープン化が難しい。関係者間で情報共有する形で活用することが望ましい。

テーブルメンバである各自治体に、「実現したいこと」、アプローチの方法について提案し意見を求めるとともに、防災分野における
オープンデータ化の実現性と困難さの実情を確認するためヒアリングを実施した。
①各自治体には、「実現したいこと」、アプローチの方法について共感いただいた
②様式をそろえてオープンデータ化することは、隣接する市町分もあわせて広く情報を参照できる等の期待がある
③公開済みデータが、権利不明確や形式の問題で２次利用できない実態がわかった
④データを管理している部署の動機付けに「活用されている姿」の提示が必要などの意見があった
⑤緊急時情報のオープンデータ化は困難との声が多かった
・権利不明確や形式の問題で２次利用できない公開済みデータについてオープンデータ化へ向け対応を進めることが必要
・緊急時の情報は本ラウンドテーブルのスコープ対象外とすることが必要

添付２ 各自治体への個別ヒアリング結果

 目的
２０１９年９月６日（金）に開催した第２回会
合での結果を受け、「実現したいこと」を形にしていく
うえで必要となるデータについて、各自治体での現状
を調査するためアンケートを実施した

 アンケート結果からの気づき
・データ公開は進んでいるものの、多くの公開済み
データにおいて「二次利用可能な状態＝オープン
データ」になっていない
・公開されているデータも含めてデジタル化を進める
必要がある

 課題
・各自治体におけるデータ整備計画の作成が必要
・既に整備しているデータについて“二次利用可能の
明記”、“データのデジタル化”の対応が必要

・データの現状と課題（倉敷市真備地区の浸水被害を事例として）

添付４ データの公開状況調査結果データの現状と課題（倉敷市真備地区の浸水被害を事例として）

■課題：データ形式、ライセンス、鮮度のあり方
■論点：県、市町が保有するデータについて、①公開状況、②二次利用可否、③機械判読性（データ形式）、④鮮度の課題について議論

★ ：核となるデータ（重要度の高いデータ）
☆ ：あると望ましいデータ

必要なデータ データ名 提供者
公開情報

公開状況
二次利用可否 機械判読性 鮮度

区分 ライセンス ライセンス種別 データ形式 定義・
ルール 最終更新日 更新周期

地図情報 ★ 背景地図 国土地理院 一次情報 WEB公開 有 CC-BY相当 ラスタ/JPGIS（GML）/タイル形式 有 提供開始日 随時
★ 地形図、標高ﾃﾞｰﾀ、地形分類 国土地理院 一次情報 WEB公開 有 CC-BY相当 JPGIS（GML）/タイル/API形式 有 提供開始日 随時

過去の災害情報 ☆ 過去の災害情報 岡山県 不明 WEB公開 PDF（災害年報） 2019/5/26 1年
☆ 自然災害伝承碑情報 国土地理院 二次情報 WEB公開 有 CC-BY相当 HTML 有 2019/7/31 不定期

ハザードマップ等

★ 浸水深、浸水継続時間、
家屋倒壊等氾濫想定区域

倉敷市 不明 WEB公開 PDF 平成29年 不定期
国土交通省 一次情報 WEB公開 有 CC-BY相当 PDF/タイル 有 平成28年 不定期
国土交通省 二次情報 WEB公開 有 CC-BY相当 JPGIS（GML）（浸水想定区域のみ） 有 平成24年度 不定期

★ 土砂災害警戒区域 国土交通省 二次情報 WEB公開 有 CC-BY相当 Shape 有 2015年7月 不定期
★ 土砂災害危険箇所 国土交通省 二次情報 WEB公開 有 CC-BY相当 Shape 有 2015年8月 不定期

☆ ため池ハザードマップ 倉敷市 一次情報 WEB公開 PDF 2019年3月 不定期

人口・世帯
☆ 地域・年齢別人口 倉敷市 一次情報 WEB公開 CSV/PDF 2019年8月 1か月～3か月

データクレイドル 二次情報 ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ 有 CC-BY CSV 有 2019年7月 1か月～3か月
☆ 地域別昼夜間人口 総務省 二次情報 ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ 有 CC-BY CSV 有 平成27年 5年
☆ 災害時要援護者情報

建物情報 ☆ 都市計画基礎調査情報 倉敷市

避難所情報 ★ 避難場所一覧
倉敷市 一次情報 WEB公開 PDF 不明 不定期
データクレイドル 二次情報 ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ 有 CC-BY CSV 有 2018/4/2 不定期
総社市 一次情報 WEB公開 HTML 不明 不定期

避難可能な場所情報☆ 避難可能な場所情報
☆ 徒歩帰宅者支援ステーション 岡山県

避難所周辺施設情報

☆ おかやま医療情報ネット医療機関一覧 岡山県 一次情報 WEB公開 HTML/CSV 不明 不定期
☆ 公共施設一覧 国土交通省 二次情報 WEB公開 有 CC-BY相当 JPGIS（GML）/タイル/API形式 平成18年 不定期
☆ 公衆トイレ一覧
☆ 避難所周辺施設情報（民間施設含む）

緊急時災害関連情報

★ 避難勧告等の発令状況 倉敷市 一次情報 WEB公開 HTML 2018/7～ 随時
☆ 避難所別避難状況（事後） データクレイドル 二次情報 ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ 有 CC-BY相当 CSV 2018/8 随時
☆ 被害、通行止め、渋滞等状況
★ 被災者支援サービス情報 倉敷市 一次情報 WEB公開 HTML/PDF 2018/7～ 随時

総社市 一次情報 WEB公開 HTML/PDF 2018/7～ 随時

公開されていない

機械判読形式でない

ライセンスが明示されていない

最新データではない
最終更新日が明示されていない

※利用規約に以下のような趣旨の記述がある場合、CC-BY相当と記載。本利用ルールはクリエイティブ・コモンズ・ライセンスの表示4.0 国際と互換性があり、本利用ルールが適用され
るコンテンツはCC BYに従うことでも利用することができる。
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